
神奈川県における古代の鉄(2)

—一生産関連遺物の集成一

奈良•平安時代研究プロ ジェク ト チーム

1.はじめに

奈良• 平安時代研究プロジェク ト チームでは昨年から県内各地で出土した鉄生産に関連する遺物の集成を

開始した。その目的はどのような規模、施設で生産行為が行われていたのか、 地域差があるのかを明らかに

することである。昨年度行った集成では、紙面の都合により横浜市・川崎市の旧武蔵国と発見例の多い平塚

市を今年度以降の掲載とした。今年度は六ノ域など国府域で鍛冶工房址を含む平塚は資料が多く、残念なが

ら横浜市 ・川崎市の集成は次年度送りとなってしまった。また、平塚市出土の鉄滓と鉄製品も掲載すること

は出来なかった。旧武蔵国と平塚市の掲載出来なかった鉄滓 ・鉄製品、および補遺は次年度に一括して掲載

する予定である。集成終了後はここで得られたデータを元に分析に着手したいと考えている。

前回同様、表の計測値は報告書に記載が無く、図がある場合は計測した。また、図版は大型の金床石（第

8図328~335)は1/8に、他はすべて1/4に統一した。
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【坦禍／取瓶】

• 平塚市

|491 

No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位匹 迫存状況
法 fil:(cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み

I 均塙 四之宮山王B迫跡 S!08 股土
ロ径 器邸

9世紀中
(IO 0) (4 0) 

2 取瓶 四之宮山王B辿跡 S!01 裂土 1/4以下 (5.1) 10世紀第3~4四半期 須恵器・皿A
3 取瓶 四之宮山王B迫跡 S102 毅土 1/4以下 (7.0) 10世紀第3~4四半期 須恵器・坪Fl2
4 取瓶 四之宮山王B迫跡 S!02 床下 2/3 (12.0) 3 60 5.8 10世紀第3~4四半期 須恵器・坪Fl3 細野麻伯1987『四之宮山王B迫跡』平塚市埋森文化財シ

5 取瓶 四之宮山王B迫跡 S!09 毅土 1/3 (5 6) 
9世紀後半～10世紀第1 リーズ4 平塚市教育委貝会
四半期

6 対塙 四之宮山王B迫跡 SJ09 床面 1/4 
ロ径 器邸 9世紀後半～10世紀第1
(14.0) (4.1) 四半期

7 取瓶 四之宮山王B迫跡 迫構外 1/4以下 (5.0) 須恵器・坪F

8 取瓶 四之宮商林寺 S!10 毅士 1/4以下 (3.6) 
丸底、内面鉄滓付沿熱で変

質 小品弘義1985『四之宮麻林寺11』平寂市埋蔵文化財

， 取瓶 四之宮高林寺 S014 毅土 1/4以下 (3.4) 尖り底、内面鉄滓付約熱で変 調査報告芯第2集平塚市教育委員会

質

10 堵塙 神明久保辿跡 迫構外 底部破片
底径 器麻 内面見込み部分に発泡した鉄

上原正人他2006『神奈川県平塚市神明久保辿跡ー第(7.6) (2.0) 分あり
10地点ー』

11 埒塙 神明久保辿跡 迫栴外 ロ緑破片 内面、鉄滓付珀

12 均禍 神明久保辿跡 Hl号竪穴建物 破片 2.3 3.1 0.8 
均禍ないしは取瓶
相模型疵転用

13 均禍 神明久保辿跡 Hl号竪穴建物 破片 3.4 1.8 0 5 
均塙ないしは取瓶

14 堵塙 神明久保辿跡 H3号竪穴建物 破片 3 5 4.0 0.7 
15 堵塙 神明久保迫跡 H3号竪穴建物 破片 3.5 4.2 0 7 

相模型坪転用

均塙 神明久保辿跡 H4号竪穴建物 破片 1.5 2.3 06 
均塙ないしは取瓶
須恵器坪転用

16 均塙 神明久保辿跡 H7号竪穴建物 1/4 
ロ径 器邸

均塙ないしは取瓶(10.0) (4.3) 

17 均塙 神明久保迫跡 Hl3号竪穴建物 破片 4.1 3.5 0.8 
埒塙ないしは取瓶
相模型甕転用

均塙 神明久保迫跡 Hl3号竪穴建物 破片 2.5 2.1 0.6 
均塙ないしは取瓶 近野正幸他2001『神明久保迫跡』かながわ考古学財団
相模型坪転用 調査報告102財団法人かながわ考古学財団

均塙 神明久保迫跡 破片 3.1 2.6 0.7 
18 埒塙 神明久保辿跡 迫栢外(G4) 破片 2.7 3.4 0.5 

均禍ないしは取瓶
19 対塙 神明久保辿跡 辿構外(!3) 破片 1.8 3.8 0.5 

均塙 神明久保迫跡 迫構外(G4) 破片 3.4 3.8 0.6 
須恵器坪転用

20 均塙 神明久保迫跡 辿構外(!3) 破片 5 5 3 6 1 0 

Hl・3・4・10号竪穴 報告のみ／柑塙ないしは取瓶
均塙 神明久保迫跡 Hl6号溝 破片 土師器・坪、疵転用 6点＋10

辿描外 点（発泡土器）

HJ5号竪穴
報告のみ／埒塙ないしは取瓶

埒塙 神明久保辿跡
辿栴外

破片 須恵器坪、甕転用 10点十4
点（発泡士器）

21 取瓶 六ノ域迫跡 辿栴外 表士 ロ緑破片
ロ径 器邸 土師器・坪を転用鉄滓と銅滓
(8.2) (2.6) 付沿 依田亮一他 2007『湘南新道関連迫跡 I』（六ノ域第14

22 取瓶 六ノ域迫跡 迫描外(25Agri) 体部破片 3 1 3 3 04 須恵器・坪を転用内面に鉄滓
地点）かながわ考古学財団調査報告208財団法人かな
がわ考古学財団

23 取瓶 六ノ域迫跡 迫栴外(17Gri) 胴部破片 2.1 2.8 0.4 須恵器・瓶を転用内面に鉄滓
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法泣(cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み

底径 器裔 須恵器・坪を転用鉄滓と銅滓
依田亮ー他2007『湘南新迫関連辿跡 I』（六ノ域第14地

24 取瓶 六ノ域迫跡 迫構外(17Gri) 底部］／4 点）かながわ考古学財団濶査報告208財団法人かな
(5.0) (1.6) 付珀

がわ考古学財団

25 均塙 六ノ域辿跡 NH20住 不明 (4.8) (5.0) 2 0 
26 士廿塙 六ノ域辿跡 NH22住 底部破片 (2 6) (3 6) 1.5 内面鉄付沿

27 増塙 六ノ域迫跡 NH22住 不明 (4 O) (7 3) 2.0 
28 取瓶 六ノ域迫跡 NHl号鍛冶工房 ロ緑破片 4 2 2.4 0.6 内外面鉄付沿

29 取瓶 六ノ域辿跡 NHl号鍛冶工房 3炉 ロ緑破片 3.3 2.4 0 6 内外面鉄付沿
柏木善治他2007『湘南新道関辿辿跡m』（六ノ域第14地

31 取瓶 六ノ城迫跡 NHl号鍛冶工房 底部破片 3.8 6.4 1.1 内外面鉄付沿
点）かながわ考古学財団調査報告210財団法人かな

30 取瓶 六ノ域迫跡 NHl号鍛冶工房 ロ緑破片 3.2 4.8 0.7 内面鉄付沿
がわ考古学財団

32 取瓶 六ノ域辿跡 NH7住 カマドより出土 底部破片 4.2 4.9 1.0 内外而鉄付苅

33 取瓶 六ノ城迫跡 NH20住 底部破片 1.8 2.6 0.6 内外面鉄付珀

34 取瓶 六ノ域迫跡 NH20住 底部破片 1.8 3.2 1.0 内面鉄付沿

35 取瓶 六ノ域辿跡 NH20住 底部破片 1.4 3.0 0.8 内面鉄付沿

36 取瓶 六ノ域迫跡 NH20住 ロ緑破片 1.8 2.6 0.4 内面鉄付沿

38 均蝸 六ノ域辿跡 C6号井戸 ロ緑破片 (3.3) (4.2) (2.3) 8.9g 
依田亮一他2009『湘南新道関連追跡II』（六ノ域第14地

39 堵塙 六ノ域迫跡 NH5号土抗 ロ縁破片 (5.4) (5.9) (3.0) 15.5g 
点）かながわ考古学財団調査報告242財団法人かな

40 埒塙 六ノ域辿跡 辿栴外 ロ緑破片 (4.2) (5.4) (3 8) 54.5g銅付珀
がわ考古学財団

41 堵塙 六ノ域辿跡 辿栴外 ロ緑破片 (4.9) (5.2) (5.1) 70.7g銅付芯

44 均塙 六ノ域迫跡 迫構外 ロ緑破片 (5.8) (6.4) 2.8 
78.3g 器壁の肛い士師質の
製品

37 取瓶 六ノ域迫跡 NH20住 ロ緑破片 3.6 2.8 1.2 内面鉄付沿

42 取瓶 六ノ域辿跡 辿栴外 底部破片 3.0 5.2 1.4 内外面鉄付沿

43 取瓶 六ノ域迫跡 迫桔外 ロ緑破片 1.8 2.0 0.5 内外面鉄付沿

45 取瓶 六ノ域迫跡 NH19住 ロ緑破片 2.8 3.6 0.5 土師器・坪転用

46 取瓶 六ノ域辿跡 NH23住 底部破片 6.1 4.7 1.9 
47 取瓶 六ノ域迫跡 NH26住 体部破片 3 6 28 1.2 
48 取瓶 六ノ域迫跡 NH26住 底部破片 54 48 1 0 灰釉瓶転用

49 取瓶 六ノ域辿跡 NH30住 ロ縁破片 23 2 l 0 5 9世紀中 士師器・坪転用

50 取瓶 六ノ域迫跡 NH30住 体部破片 3.3 3.2 0.9 9世紀中

51 取瓶 六ノ域辿跡 NH3溝
体～底部

4 4 40 08 9世紀 溶融した鉄分の付沿が匝く残る
破片

52 取瓶 六ノ域辿跡 NH13滞 体部破片 4.6 4.6 0.8 9世紀 溶滋した鉄分の付苅が厚く残る 柏木遊治他2009『湘南新道l閑辿辿跡JV』（六ノ域第14地
53 取瓶 六ノ域迫跡 NH13溝 体部破片 4.0 3.8 0.5~1.5 9世紀 灰釉瓶底部付近を転用 点）かながわ考古学財団調査報告243財団法人かな

内面に溶融した鉄付沿／外底 がわ考古学財団

54 取瓶 六ノ域辿跡 辿構外 底部1/6 3.1 4.6 1.0 部に刻芯あり／須恵器商台付
坪転用

55 取瓶 六ノ域迫跡 辿構外 胴部破片 2.6 5.4 1.5 須恵器転用

56 取瓶 六ノ域辿跡 辿構外 胴部破片 2 9 2.2 0.6 
内外面・破損面に溶融した鉄

付苅 ／須恵器転用

57 取瓶 六ノ域迫跡 辿栴外 小片 4.7 3.8 1.1 須恵器転用

58 取瓶 六ノ域辿跡 辿構外 底部破片
底径 器邸

0.5 灰釉陶器転用
(6 2) (1.0) 

59 取瓶 六ノ域迫跡 辿枯外 底部1/5
底径 器仙

1.0 灰釉陶器転用
(8.4) (2.9) 

60 取瓶 六ノ域辿跡 辿桔外 底部1/5
底径 器袖

1 0 灰釉陶器転用
(8.0) (2 5) 

61 取瓶 六ノ域迫跡 辿構外 小片 34 28 11 灰釉陶器転用

62 取瓶 六ノ域迫跡 迫構外 小片 63 63 05 土師器・亜転用
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法乱(cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 匝み

63 取瓶 天神前辿跡 8号竪穴 裂土 底部1/4
底径 器店

土師器・号利転用
小品弘義他1988『四之宮天神前迫跡』（第1地点）平塚

(8.7) (4.0) 市埋蔵文化財潤査報告 5平塚市教吉委員会

64 取瓶 東中原E迫跡 S!02 裂土 1/4以下
ロ径 器商

須恵器転用 内面錮滓付珀
(13 0) (3 4) 

ロ径 器店 底径
菅沼圭介他2000「東中原E辿跡第2地点」『梶谷原A辿

65 取瓶 束中原E辿跡 SJ03 SK5 1/4以下 須恵器転用内面飼滓付沿 跡他』平塚市埋蔵文化財シリーズ34平塚市教育委員会
(12.4) 3.8 (4.0) 

66 取瓶 東中原E迫跡 S!06 裂土 小片 須恵器転用 内外面銅滓付珀

67 埒塙 真田・北金目辿跡群 48区S!010 毅土上陪 底部破片 3.6 1.6 0.5 9世紀後半～10世紀前葉 内面、鉄滓付沿

68 均塙 真田・北金目迫跡群 48区S!010 毅土上庖 ロ緑破片
ロ径 器麻

9世紀後半～10世紀前葉 内面、鉄滓付芯
平塚市真田・北金目辿跡調査会2011『平塚市真田・北

(8.9) (2.5) 金目辿跡群発掘調査報告：苔8』平塚市真田 ・北金目

69 堵禍 真田・北金 目辿跡群 48区S!010 毅土上庖 坪部破片 2.8 3.0 0.25 9世紀後半～10世紀前葉 内面、鉄滓付沿 辿跡調査会

70 増塙 真田・北金目迫跡群 48区S!010 忍土上恩 坪部破片 3.0 3.0 0.25 9世紀後半～10世紀前葉 内面、鉄滓付沿

【羽口】
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 豆 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 匝み 孔径

71 羽口 神明久保迫跡 A-S!Ol 毅土 1/4以下
平塚市教育委員会1991『神明久保迫跡ー第1地区ー』平

72 羽口 神明久保迫跡 A-S102 床面 1/4以下
塚市埋蔵文化財シリーズ第19集

73 羽口 神明久保迫跡 A-S102 床面 1/4以下
74 羽ロ 神明久保迫跡 20号竪穴住居址 1/3 5.6 7.0 3.5 (2.2) 

75 羽口 神明久保迫跡 78号竪穴住居址 ]/3 7.7 6.3 5.7 2 7 
神明久保迫跡調査団1989『神明久保辿跡第3地区』

76 羽口 神明久保迫跡 86号竪穴阿住居址 1/3 11.3 8.4 7.0 3.1 
77 羽口 神明久保辿跡 辿構外 1/3 7.1 7.3 7.1 3 8 
78 羽口 神明久保迫跡 S114竪穴住居址 授土 1/4以下 重且328g 54-21 

79 羽口 神明久保迫跡 S120竪穴住居址 毅土 1/4以下 95.0 蛍紐28.6g57-44 
菅沼圭介他2003『神明久保辿跡第8地点』平塚市埋蔵

80 羽口 神明久保辿跡 SD09構状迫構 股土 4.0 4.0 1.5 重批20.6g70-3 
文化財シリーズ38

81 羽口 神明久保迫跡 SD09滞状辿桔 毅土 5.3 4.5 1.4 重紐45.4g70-4 

羽口 神明久保迫跡 ピット228 毅土 1/4以下 4.1 4.8 1 6 諏凪27.6g73-53 

羽口 神明久保迫跡 Hl号竪穴建物 報告のみ 8点 67.3g

83 羽口 神明久保迫跡 H2号竪穴建物 1/4以下 3.8 6.6 2.3 (2.6) 他、同迫描から2点

84 羽口 神明久保辿跡 H4号竪穴建物 1/4以下 5.7 5.3 2.2 (2.5) 孔径他、同迫構から2点

羽口 神明久保迫跡 H8号竪穴建物 1/4以下 3.6 5.0 2 1 2.9 他、同迫構から1点
近野正幸他200]『神明久保辿跡』（第9地点）かながわ考

羽口 神明久保迫跡 Hl4号竪穴建物 1/4以下 6.3 5.8 1.9 (2.7) 他、同迫構から3点
古学財団調査報告102財団法人かながわ考古学財団

82 羽口 神明久保迫跡 H8号滞 報告のみ 1点 37.2g

羽口 神明久保辿跡 H44号土抗 報告のみ 1点 6Og 

85 羽口 神明久保迫跡 辿梢外(03) 1/4以下 6.0 6.5 2.7 (3.3) 他、辿構外として27点

羽口 神明久保辿跡 迫栴外(H3) 1/4以下 5 2 7 0 2 7 (3 4) 他、同迫構から10点

羽口 四之宮山王B迫跡 S!02 裂土 1/4以下 5 0 6.0 2.20 (2.60) 
10世紀第2~

細野邸伯1987『四之宮山王B辿跡』平塚市埋蔵文化財シ86 
3四半期

リーズ4 平塚市教育委貝会
87 羽口 四之宮山王B辿跡 P03 1/4以下 2.8 4.8 2 6 (I 9) 

羽口 四之宮山王B辿跡 1号竪穴住居 報文のみ

羽口 四之宮山王B辿跡 2号竪穴住居 報文のみ
山王B迫跡第9地点（概報のみ）

羽口 四之宮山王B迫跡 4ピット 報文のみ

羽口 四之宮山王B辿跡 他 9 報文のみ

若林勝司他1993「描之内迫跡第2地点の調査成果」『新

88 羽口 構之内辿跡 99溝 1/4以下 4.8 3.4 2.3 9世紀後半 町辿跡他発掘調査報告芯—三共株式会社平塚工場建設
に伴う発掘調査ー』平塚市辿跡濶査会

89 羽口 四之宮下郷迫跡 7区SD12 1/4以下 7.0 6 9 2.8 小鍛治工房関連迫構
小島弘義1984『四之宮下郷』平塚市辿跡調査会神

羽口 四之宮下郷辿跡 15区SK03 1/4以下 羽口2点（写真のみ）／小鍛治 田・大野迫跡発掘潤査団
羽口 四之宮下郷迫跡 16区S001 1/4以下 工房に関迪
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 豆(cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

90 羽口 四之宮邸林寺 Sill 床面 1/4以下 4.0 3.8 1.2 (2 6) 
11世紀第3四
半期

91 羽口 四之宮莉林寺 SI16 毅土 1/4以下 4.0 4.6 1.6 (2.4) 8世紀前半
92 羽口 四之宮店林寺 SD02 毅土 1/4以下 7.6 5.0 1.8 (2.8) 7世紀後半

小島弘義1985『四之宮邸林寺 II（第3地点）』平塚市埋

93 羽口 四之宮邸林寺 SDlO 裂土 1/4以下 3.4 4.4 1.6 (2.6) 
7世紀後半～ 蔵文化財調査報告芯第2集平塚市教育委員会
8世紀前半

94 羽口 四之宮胚林寺 SDll 股土 1/4 84 6 0 1.8 2.8 

95 羽口 四之宮向林寺 SD13 毅土 1/4以下 6.8 4.0 1.6 (2.2) 

96 羽口 四之宮邸林寺 SF02 裂土 1/4以下 4.6 3.4 1.5 (2.2) 

羽口 四之宮麻林寺 SXOl 報文のみ 58点出土

97 羽口 四之宮店林寺 SK02 1/4以下 7 6 7 4 2.4 2.8 10世紀前半
小島弘義1988『諏訪前B・邸林寺』平塚市埋蔵文化財シ

鍛冶工房関連辿構 リーズ第6集平塚市教育委員会
98 羽口 四之宮麻林寺 SK02 1/4以下 11.7 8.4 3.0 3.0 ～中

99 羽口 稲荷前B迫跡 S!08 裂土 1/4以下 3.5 3.8 2.45 (3.0) 阻拭32.4g
大野悟他2005『稲荷前B辿跡ー第5地点ー』平塚市埋蔵
文化財シリーズ40

100 羽口 六ノ域迫跡 SXOl 1/4以下 6.0 5.5 10.6 2.2 
9世紀後半～

色調赤褐色
小品弘義1987『真土六ノ域迫跡 1I』平塚市埋蔵文化財

10世紀初頭 シリーズ 3平塚市教育委貝会

101 羽口 六ノ域辿跡 NH18住 掘り方 1/4以下 4.3 5 2 2 6 8世紀中 39.0g 

102 羽口 六ノ域迫跡 NH32住 掘り方 1/2 10.2 6.6 6.5 2.2 9世紀前半 378.3g 依田亮ー他2007『湘南新道関連辿跡 ［』（六ノ域第14地

103 羽口 六ノ域迫跡 NH34住 掘り方 1/2 11.7 7.9 7.0 2.4 
9世紀中～後

417 2g 
点）かながわ考古学財団潤査報告208財団法人かな

半 がわ考古学財団

104 羽口 六ノ域迫跡 261Gri 1/4以下 5.8 6.2 3 I 78.0g 

105 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 10炉 1/4以下 93 7.6 23 (3.2) 146.9g 

106 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 10炉 1/4以下 9.5 5.2 20 (2.4) 104.4g 

107 羽口 六ノ域辿跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 7 9 5.4 2.0 (2.4) 67 4g 

108 羽口 六ノ域辿跡 皿NHl号鍛冶 1/4以下 7. 7 6 2.0 (3.8) 87.6g 

109 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 4.9 6.7 2.4 22 233.5g 

JIO 羽口 六ノ域迫跡 IIINHl号鍛冶 10炉 1/4以下 5.6 9.2 2.3 2.7 173 7g 

111 羽口 六ノ域迫跡 皿NHl号鍛冶 1/4以下 3.1 4.3 1.7 (2.0) 25.Sg 

112 羽口 六ノ域迫跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 5 2 4.2 1.5 (3.5) 38,lg 

113 羽口 六ノ域迫跡 田NHl号鍛冶 6炉1ピット 1/4以下 3.5 5.2 1.7 (2.2) 37.6g 

114 羽口 六ノ域迫跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 7 6 8.4 2.5 (3.3) 210.2g 

115 羽口 六ノ域辿跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 6.8 5.6 1 9 (2.6) 69.2g 

116 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 1/4以下 62 4.8 1.8 (2.2) 62.Sg 

117 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 7.1 4 1.7 (2.2) 44.0g 
柏木善治他2007『湘南新道関連迫跡m』（六ノ域第14地

118 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 4.6 5.6 2.1 (2.1) 9世紀後半～ 68.6g 
点）かながわ考古学財団調査報告210財団法人かな

119 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 5 4 6 1.6 (2.5) 10世紀後半 101.4g がわ考古学財団
120 羽口 六ノ域迫跡 lliNHl号鍛冶 J/4以下 4 5 6 2.5 (2.,3) 64.6g 

121 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 1/4以下 48 5 20 (2.0) 50.3g 

122 羽口 六ノ域辿跡 illNHl号鍛冶 鍛冶28ビット 1/4以下 48 5.6 1.7 (3.0) 53.7g 

123 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 5 3 4.5 20 (2.2) 49.lg 

124 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 7.4 5.2 1 8 (2.3) 75.2g 

125 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 54 49 2.5 (2.0) 71.9g 

126 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 鍛冶19ピット 1/2 14 3 7 1.9 3.1 515.4g 

127 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 鍛冶19ピット 1/4以下 9.2 7.4 28 (3.0) 283.2g 

128 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 1/4以下 6 3 5.6 2.0 (2.5) 86.6g 

129 羽口 六ノ城迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 5 4 3 4 1.4 (2.8) 26.0g 

130 羽口 六ノ域迫跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 4.3 3.6 I 7 (1.6) 21.lg 

131 羽口 六ノ城迫跡 皿NHl号鍛冶 1/4以下 30 4.2 1.8 (2 6) 19.4g 

132 羽口 六ノ城迫跡 illNHl号鍛冶 4炉2ピット 1/4以下 8.9 7.2 23 (2.9) 193 Og 
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 ill:(cm) 

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 匝み 孔径

133 羽口 六ノ域迫跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 68 5.6 1.9 (2.3) 84.6g 

134 羽口 六ノ域辿跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 4.8 5.2 2.1 (2.0) 51.9g 

135 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 11炉 J/4以下 3.6 4.2 I 6 (1.7) 27.4g 

136 羽口 六ノ域迫跡 IDNHl号鍛冶 19炉 1/4以下 36 5.5 2 1 (2.2) 32.9g 

137 羽口 六ノ城迫跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 3.2 4.8 1.8 (2.3) 24.0g 

138 羽口 六ノ城迫跡 IJINHl号鍛冶 8炉 1/4以下 4.0 4.8 2.2 (2.7) 9世紀後半～ 30.9g 

139 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 4.5 6.2 2 7 (3.6) 10世紀後半 68.0g 

140 羽口 六ノ城迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 3.7 46 23 (2 1) 40 4g 

141 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 鍛冶13ピット 1/4以下 5.8 5.3 22 (2.0) 51.5g 

142 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 1/4以下 5.2 62 22 (2 5) 124.3g 柏木善治他2007『i柑南新道関速辿跡m』（六ノ域第14地
143 羽口 六ノ域追跡 IIINHl号鍛冶 1/4以下 4.1 5.2 2.2 (2.6) 52.3g 点）かながわ考古学財団調査報告210財団法人かな
144 羽口 六ノ域迫跡 illNHl号鍛冶 11炉 1/4以下 7.7 5.7 2.2 (2.7) 92.5g がわ考古学財団

146 羽口 六ノ域辿跡 NH45土坑 1/2 11.8 6.3 2.0 2.4 391.2g 

145 羽口 六ノ域迫跡 NH45土坑 1/4以下 4.8 3 8 1.8 (1.9) 30.5g 

147 羽口 六ノ域迫跡 NH45土坑 1/4以下 5.4 6.5 2.2 2.4 140.7g 

148 羽口 六ノ域迫跡 NH3住 1/4以下 4.8 4.4 1.6 (1.8) 37 6g 

149 羽口 六ノ域迫跡 NH5住 1/4以下 6.9 3.3 1.4 (1.6) 46 lg 

150 羽口 六ノ域迫跡 NH6住 1/2 12.9 7.1 2.4 2.5 640.0g 

151 羽口 六ノ域迫跡 NH13住 1/4以下 8.3 5.8 2.0 (2.1) 95 3g 

152 羽口 六ノ域辿跡 迫栴外 1/4以下 5.6 5.5 2.6 (2.4) 84.9g 

153 羽口 六ノ域辿跡 投乱 1/4以下 4.7 4.8 2.3 (1.7) 47.2g 

154 羽口 六ノ域辿跡 NH5号住居 破片 3.1 4.5 2.1 19.2g 

155 羽口 六ノ域迫跡 NH62号住居 破片 5.4 6.1 3.4 63.2g 

156 羽ロ 六ノ域迫跡 NH64号住居 破片 3.9 4.4 1.8 13 Og 

157 羽口 六ノ域迫跡 NH65号住居 破片 3.6 3.8 1.6 13 9g 

158 羽口 六ノ域迫跡 NH70号住居 破片 3.6 3.9 2.2 21.9g 

159 羽口 六ノ域迫跡 NH71号住居 破片 6.2 4.1 2.1 47 2g 

160 羽口 六ノ城迫跡 NH71号住居 破片 5.8 4.2 1.8 27.3g 

161 羽口 六ノ域迫跡 NH71号住居 破片 4.5 6.7 2 I 47.4g 
依田亮ー他2009『i柑南新道関巡迫跡11』（六ノ域第14地
点）かながわ考古学財団調査報告242財団法人かな

162 羽口 六ノ域辿跡 NH71号住居 破片 4.2 4.5 2.5 29.lg がわ考古学財団
163 羽口 六ノ域迫跡 NH71号住居 1/4 8.0 7.7 7.3 30 325.3g 

164 羽口 六ノ域迫跡 辿構外 1/4 10.0 8.3 8.0 2.8 402.lg 

165 羽口 六ノ城迫跡 迫描外 破片 5.3 4.5 1.9 30.5g 

166 羽口 六ノ域迫跡 辿構外 破片 3.2 5.1 3 0 35.2g 

167 羽口 六ノ城迫跡 迫桔外 破片 7.3 6 3.0 92 7g 

168 羽口 六ノ域迫跡 迫栴外 破片 5.3 4.7 3 1 55 3g 

169 羽口 六ノ域迫跡 辿構外 破片 4.9 5.2 2.6 46.8g 

170 羽口 六ノ域辿跡 NNHl号鍛冶 破片 3.9 3.3 1.7 19 3g 

171 羽口 六ノ域迫跡 IVNHl号鍛冶 破片 7.0 6.7 3.0 9世紀後半～ 105.7g 

172 羽口 六ノ域迫跡 NNHl号鍛冶 破片 4.9 4.5 2.4 11世紀中葉 47 8g端部ガラス質に溶漁する 柏木善治他2009『湘南新道関連迫跡w』（六ノ域第14地
173 羽口 六ノ城迫跡 IVNHl号鍛冶 破片 5.1 5.5 2.1 51.5g 点）かながわ考古学財団濶査報告243財団法人かな

174 羽口 六ノ域迫跡 NH16号住居 破片 5.4 4.1 2.1 11世紀 47 2g がわ考古学財団

175 羽口 六ノ域迫跡 NH5号溝状迫構 破片 4.1 3.0 1.3 (2.5) 10~11世紀 23 Og炭化物付沿

176 羽口 六ノ域辿跡 NH14号溝状迫構 破片 3.3 5.0 1 8 (2.0) 9~l0世紀 29 6g 

177 羽口 七ノ域迫跡 2号滞状辿構 股土 5.65 5.25 2.0 (4.6) 8世紀
胎土長石粒色調橙褐色 栗山雄揮1998『七ノ域辿跡ー第2地点ー』平塚市埋蔵文化

金屈滓付沿 財調査報告芯 15
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 泣 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

178 羽口 天神前辿跡 3号竪穴 毅土 破片 4.6 3.2 2 4 

179 羽口 天神前迫跡 8号竪穴 床面 破片 5 0 4.6 1.8 小島弘義他1988『四之宮天神前迫跡』（第1地点）平塚

180 羽口 天神前迫跡 9号竪穴 床直 破片 2.6 3.2 2.4 
市埋蔵文化財調査報告 5 平塚市教育委員会

181 羽口 天神前迫跡 7号滞 毅土 破片 5. 4 5.6 2.2 

8世紀前半～
小島弘義1988「天神前辿跡ー第3地点ー」『平塚市埋蔵

182 羽口 天神前辿跡 S!03 股土 1/4以下 4.0 5.6 1.4 (2.0) 文化財緊急調査報告芯 1 昭和61年度発掘調査の報
中

告』平塚市教脊委員会

183 羽ロ 天神前辿跡 S102 裂土 1/4以下 3.5 4.8 1.80 2.4 27.6g 

184 羽口 天神前辿跡 S105 床面 1/4以下 5.5 1.7 2.60 5.0 24.6g 

185 羽口 天神前辿跡 Sill 下思 1/4以下 3.6 5.5 1.70 2.0 31.0g 上原正人1992「天神前辿跡ーー第6地点」『天神前・桜畑

186 羽口 天神前迫跡 Sil 1 上庖 1/4以下 5.0 5.0 1.70 3.6 45.8g 
辿跡他』平塚市埋蔵文化財シリーズ21 平塚市教育委
員会

187 羽口 天神前辿跡 Sill 床面 1/4以下 2.6 4.8 1.70 2.3 2 1.8g 

188 羽口 天神前辿跡 SXl 1/4以下 3.7 58 1.80 2.2 29.2g 

189 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床面 1/2 10 4 6.6 26 2.2 309.Sg面取りあり

190 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床面 1/2 12.0 5.6 2.4 2.0 395.2g 

191 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床面 1/2 JO 8 7.5 2 7 2.8 398.Sg面取りあり

192 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 磁 1/2 11.3 7.0 2.5 3.0 389.6g面取りあり

193 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 磁 1/3 9 7 6.7 2 5 2 6 274.6g磁の支脚に転用

194 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 5.0 6.9 2.2 2 5 133.2g 

195 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 下陪 破片 6.2 6.5 2.6 (2.1) 75.4g 

196 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 5. 7 6.4 2.0 24 89 Og 

197 羽ロ 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 80 80 2.3 (2.6) 133.Bg 

198 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 Pl 破片 9.8 7.5 2.5 (2.2) 109 2g 

199 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床面 破片 86 7.6 4.6 89.4g 

200 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 床面 破片 6 I 7.1 2.3 (2.6) 71.Sg 

201 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床下 破片 6.2 6.0 2.3 (2.0) 8世紀前後 60.2g面取りあり
明石新］992『天神前辿跡ー第7地点ー』平塚市埋蔵文化
財潤査報告杏第9集平塚市教育委貝会

202 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 床下 破片 4 8 59 20 (I 6) 51.Sg 

203 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 5 4 4.3 1 6 (1.7) 36.8g 

204 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 5 7 3.4 1.8 1.6 33 4g 

205 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 翠土 破片 4.7 4.3 1.5 (2.0) 33.0g面取りあり

206 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 殺土 破片 7 8 3. 7 1.5 I 7 44 2g 

207 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 翠土 破片 5.2 5.9 2.2 (2.1) 45.0g 

208 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 5.0 5.1 1.8 1.9 40 Sg面取りあり

209 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 5.6 3.7 1.7 I 4 40.Sg 

210 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 4.5 4.0 1.7 20 21.Sg 

211 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 8.1 3.9 2.2 1.6 53.6g 

212 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 4.2 3.9 2.0 1.0 29.0g 

213 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 3.9 4.1 2.0 1.5 19.0g 

214 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 4.5 3.6 2.0 1.2 30.6g 
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 盈 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 匝み 孔径

215 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 4.8 4.3 2.0 2.1 23.Sg 

216 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 6.1 4.8 1.8 (2.0) 46.0g 

217 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 5.9 4.3 2.6 2.1 43.Sg 

218 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 3.6 4.3 1.9 2.1 22.Sg 

219 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 段土 破片 47 3.8 2.0 1.2 23.6g 

220 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 5 6 4.3 1.6 1. 7 25.6g 

221 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 5 6 5.0 1.4 1.4 31.2g 

222 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 4 7 3.0 1.5 1.8 
8世紀前後

15.Sg 

223 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 3.2 3.5 1.8 1.6 17.0g 

224 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂上 破片 3.5 35 1.2 1.2 23 8g 

225 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 忍土 破片 3.5 4 6 2.2 25.0g 

226 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 裂土 破片 3.5 2.7 2.0 20 17.0g 

227 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅士 破片 2.6 4.0 1.7 1.5 15.0g 

228 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 器土 破片 3.5 2.7 1.0 1.3 7.4g 

229 羽口 天神前迫跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 2 1 2.5 1.4 1.5 6.4g 

230 羽口 天神前辿跡 1号竪穴住居址 毅土 破片 3.2 3.1 1.7 (1.5) 11.8g 

231 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 65 5 4 2 6 (2.6) 65.8g面取り

232 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂上 破片 7.0 5.6 2.0 2.0 63.4g 

233 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4 8 4.2 1.6 2.2 33 Og面取りあり

234 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 6.5 3.9 1.7 1.8 40.6g面取りあり 明石新1992『天神前辿跡ー第7地点ー』平塚市埋蔵文化

235 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4.8 5.9 2.4 2.8 58.2g面取りあり 財調査報告杏第9集平塚市教育委員会

236 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 7 0 4.0 1.8 1.1 28.8g面取りあり

237 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4.7 6.3 I 6 2.0 54 4g 

238 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 3.4 4.9 1.4 2.2 26 4g面取り

239 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 60 30 1.8 (2.0) 25.2g面取り

240 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 股土 破片 5.3 4.1 2.2 2.0 35 8g 

241 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 5.9 4.8 1.6 2.2 36.6g 

242 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 忍土 破片 4.7 5.4 2.2 1.6 
9世紀後半

40.2g面取り

243 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 6.7 4.8 1.8 2.3 34.Sg面取り

244 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 4.0 3.8 2.4 1.6 20.Sg 

245 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 43 3.8 1.8 l 6 15.6g 

246 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 4.2 2.9 1.8 1.3 15.8g面取り

247 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4 3 3 8 2 2 1.9 24 4g面取り

248 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4.0 3.0 20 1.5 22,2g 

249 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 30 45 I 8 (2.3) 13 Sg面取り

250 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 4.3 4 2 1.6 1.7 24 8g 

251 羽口 天神前辿跡 2号竪穴住居址 毅土 破片 3.8 2.8 l 5 l 5 14 4g面取り

252 羽口 天神前迫跡 2号竪穴住居址 裂土 破片 2.9 2.9 1.3 1.8 8.0g 

253 羽口 天神前辿跡 3号竪穴住居址 毅土 破片 4 2 4.6 2 2 1.7 34.4g 

254 羽口 天神前迫跡 3号竪穴住居址 裂土 破片 4.3 4 6 2.5 1.7 36.8g 
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 造存状況
法 豆 (cm)

造構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

255 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 4.7 4.4 2.1 2.1 27.4g 

256 羽口 天神前辿跡 4号竪穴住居址 床下 破片 3.7 4.3 2.1 1.8 20 8g 

257 羽口 天神前辿跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 3.4 3.8 2.0 1 7 12.Sg 

258 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 4.1 4.8 2.1 1 9 31.0g 

259 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 段土 破片 5.9 3.8 2.0 1.8 36.0g 

260 羽口 天神前辿跡 4号竪穴住居址 殺土 破片 4.4 2 7 1.5 1.7 15.6g 

261 羽口 天神前辿跡 4号竪穴住居址 裂土 破片 3.9 3.8 1.4 1.9 9世紀後半 16.2g 

262 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 裂土 破片 54 5 4 4.2 1.9 82.4g 

263 羽口 天神前辿跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 3.8 33 I 4 2.1 15.6g面取り

264 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 2 7 2.3 2.2 1.7 11.6g 

265 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 3.9 38 20 1.7 13.6g 

266 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 裂土 破片 2.9 3.9 1.4 (2.3) l l.8g 

267 羽口 天神前迫跡 4号竪穴住居址 毅土 破片 5.9 3.7 1.2 (1.9) 18 6g 

268 羽口 天神前迫跡 5号竪穴住居址 毅土 破片 4.4 3.5 2.4 1.3 23.0g 

269 羽口 天神前辿跡 5号竪穴住居址 毅土 破片 6.0 3.1 2.2 1.6 22.2g 

270 羽口 天神前辿跡 5号竪穴住居址 毅土 破片 4.1 4.8 2.2 1.8 
9世紀前半

24.8g 

271 羽口 天神前迫跡 5号竪穴住居址 裂土 破片 5.3 3.0 1.4 I 6 20.4g 

272 羽口 天神前辿跡 6号竪穴住居址 毅土 破片 4 I 4.3 2 I 1.6 24.0g 

273 羽口 天神前迫跡 6号竪穴住居址 裂土 破片 5.6 2.5 2.0 1.6 17.8g 

274 羽口 天神前迫跡 17号竪穴住居址 毅土 破片 4.3 5.2 2.3 2.3 36.4g 明石新1992『天神前迫跡ー第7地点一』平塚市埋茨文化

275 羽口 天神前迫跡 17号竪穴住居址 裂土 破片 5.0 4.9 2.1 2 I 8世紀前後 39.Sg 財調査報告芯第9集平塚市教育委員会

276 羽口 天神前辿跡 18号竪穴住居址 毅士 破片 4.9 3.5 2.0 1.9 23.8g 

277 羽ロ 天神前迫跡 20号竪穴住居址 毅土 破片 3.9 4.7 1.6 2 1 
9世紀前後

22.4g 

278 羽口 天神前迫跡 S05号滞状迫構 裂土 破片 6 5 5.6 1.9 1.6 51.8g基端部

279 羽口 天神前迫跡 1号不明辿栴 床面 破片 8.2 80 3.5 3.5 22 1.8g 

280 羽口 天神前迫跡 1号不明迫構 床面 破片 49 5 3 24 2.2 51.2g 

281 羽口 天神前辿跡 1号不明迫構 床面 破片 5.8 7.0 2 3 3.0 64 Og 

282 羽口 天神前迫跡 1号不明迫構 床面 破片 4.5 5.9 22 2.3 38.8g面取り

283 羽口 天神前迫跡 1号不明迫栴 床面 破片 4.9 4.7 24 2 3 38.0g 

284 羽口 天神前迫跡 1号不明迫梢 床面 破片 4.1 5.6 2.2 2 2 45.0g 

285 羽口 天神前迫跡 1号不明迫描 床面 破片 4.7 4.7 1.9 2.4 24.6g 

286 羽ロ 天神前迫跡 1号不明辿構 床面 破片 6.7 4.5 2.4 I 8 
9世紀後半

46 2g 

287 羽口 天神前辿跡 1号不明辿栴 床面 破片 2.5 4.3 2.3 1.8 18.Sg 

288 羽口 天神前迫跡 1号不明辿構 床面 破片 3.0 4.0 2.2 I 5 17 8g面取り

289 羽口 天神前迫跡 1号不明辿構 床面 破片 2.8 3.6 2.2 1.9 17.Sg 

290 羽口 天神前辿跡 1号不明辿栢 床面 破片 3.1 3.7 1.4 (2.1) 16.0g 

291 羽口 天神前辿跡 1号不明迫構 床面 破片 3.6 3.8 1.6 2.0 20.0g 

292 羽口 天神前迫跡 1号不明辿構 床面 破片 4.5 3.3 2.2 1.6 22.4g 

293 羽口 天神前迫跡 1号不明迫梱 床面 破片 4.4 2.0 1.6 1.6 12.4g 

294 羽口 天神前迫跡 1号不明迫描 床面 破片 3.2 2.2 1.8 1.6 10.Sg 
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法 豆 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

295 羽口 天神前迫跡 迫描外 床面 破片 5.9 4.4 2.2 1.8 27 6g 明石新1992『天神前迫跡ー第7地点ー』平塚市埋蔵文化

296 羽口 天神前迫跡 辿構外 床面 破片 6 5 45 1.8 2.0 51.4g 財調査報告笞第9染平塚市教吉委貝会

297 羽口 真田・北金目辿跡群 29B区S!057 掘り方 破片 88 60 43 (4 0) 
9世紀中葉～ 平塚市真田・北金目迫跡濶査会2008『平塚市真田・北
後菜 金目辿跡群発掘調査報告杏6』平塚市真田 ・北金目

298 羽口 真田・北金目迫跡群 12G区迫栴外 6.0 4.0 1.2 外面鉄付沿 迫跡潤査会

羽口 真田・北金目迫跡群 48区S!010 破片 2.8 1.7 1.1 
9世紀後半～ 内外面鉄分付珀。製鉄炉片の
10世紀前葉 可能性あり 平塚市真田・北金目迫跡調査会2011『平塚市真田・北

299 羽口 真田・北金目迫跡群 38区SX003 破片 5.4 4.0 2.6 8世紀末～9
金目迫跡群発掘潤査報告芯8』平塚市真田 ・北金目
辿跡調査会

300 羽口 真田・北金目迫跡群 38区SX003 破片 3.6 2.8 2 0 世紀前半

301 羽口 向原辿跡 39号竪穴住居址 完形 15 0 7.4 3.0 2.4 
先端溶解化 表面縦方向ハケ
状照形痕・指頭痕

302 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半1/2 7.0 6.4 2.5 24 
表面縦方向ハケ状照形痕、孔
面縦方向擦り痕

303 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半1/3 8.2 6.4 3.0 表面熱の為剥落

304 羽口 向原辿跡 39号竪穴住居址 上半1/2 8.4 8.0 2.3 (3.2) 
表面縦方向ハケ状照形痕、孔
面縦方向僅かに擦り痕

305 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址
先端～

5.4 8.2 2.5 溶融化顕著
口辺1/2

306 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半 10.2 74 2.5 2.6 
9世紀後半～ 先端部被熟の為允裂、表面頭

中田英1982『向原迫跡』神奈川県立埋蔵文化財センター10世紀頃 痕

表面允裂、表面縦方向ハケ状
調査報告1

307 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半1/2 7.2 7.8 2.4 2.8 
整形痕

308 羽口 向原辿跡 39号竪穴住居址 上半1/3 56 5.6 2.0 
表面剥落、孔面縦方向に僅か
に擦痕

309 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半1/2 8.6 7.4 25 (3 2) 
表面剥落、焼成悪、 礫の含有
多い

310 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址 上半1/3 62 6.0 2.6 熱の為亀裂・剥落

311 羽口 向原迫跡 39号竪穴住居址
先端～

50 74 2 3 (2 4) 溶融化顕著
口辺1/2

312 羽口 向原迫跡 迫構外 P-10・11区 破片 6.2 5.2 1.4 1.6 口辺部は溶融化
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【金床石】

No. 器種名 造跡名 出土迫横 出土位四 迫存状況
法 豆 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長径 短径 厚み

313 金床石 六ノ域迫跡 IIINHl鍛冶エ尻 破片 8.9 36 0.5 

314 金床石 六ノ域辿跡 IIINH!鍛冶工房 破片 7 5 5.6 1.0 

315 金床石 六ノ域辿跡 illNHI鍛冶工房 破片 7.2 3 7 0.5 

316 金床石 六ノ域迫跡 illNHl鍛冶工房 破片 6 0 3 0.4 

317 金床石 六ノ域迫跡 IIINHI鍛冶工房 破片
石材は安山岩

6.2 3.5 0.9 柏木善治他2007『湘南新道関迪迫跡m』（六ノ域第l4地
318 金床石 六ノ城迫跡 illNHl鍛冶工房 破片 5 2 4.2 1.5 9世紀後半～10世紀後半 点）かながわ考古学財団調査報告210財団法人かな

319 金床石 六ノ域迫跡 illNHI鍛冶工房 破片 5.1 3.6 I.I 
がわ考古学財団

320 金床石 六ノ域辿跡 illNHI鍛冶工房 破片 38 3.1 3.3 

321 金床石 六ノ域迫跡 皿NHI鍛冶工房 破片 3.9 3.15 0.6 

322 金床石 六ノ城辿跡 IIINHl鍛冶工房 破片 3 9 3 0 9 石材は安山岩

323 金床石 六ノ域迫跡 [[[NHI鍛冶工房 破片 2 7 2.5 1.6 
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No. 器種名 迫跡名 出土迫構 出土位四 迫存状況
法盈 (cm)

迫構時期 備考 文献名
長径 短径 匝み

柏木苫治他2007『湘南新追関連迫跡III』（六ノ域第14地
324 金床石 六ノ域迫跡 IIINHl鍛冶工房 破片 4.5 4.5 1.5 9世紀後半～10世紀後半 石材は安山岩 点）かながわ考古学財団調査報告210財団法人かな

がわ考古学財団

325 金床石 六ノ域迫跡 NNHl号鍛冶工房 小片 7.9 9.0 2.6 柏木善治他2009『洞南新迫閑辿辿跡IV』（六ノ域第14地
326 金床石 六ノ域辿跡 IVNHl号鍛冶工房 小片 5.1 4.1 1.9 9世紀後半～11世紀後菜

石材は安山岩／金屈小片が叩
点）かながわ考古学財団潤査報告243財団法人かな

きつけられて付珀する
327 金床石 六ノ域辿跡 NNHl号鍛冶工房 小片 3.8 3 0 0.5 がわ考古学財団

石材は安山岩
依田亮ー他2009『湘南新追関連辿跡I1』（六ノ域第14地

金床石 六ノ域迫跡 辿梢外 47F まぽ完形カ 23.4 24.4 21.0 点）かながわ考古学財団調査報告242財団法人かな
鉄分付荘

がわ考古学財団

328 金床石 神明久保辿跡 H4号竪穴建物 破片 18.4 8.0 7.0 
箱根系安山岩
鉄分付昨

329 金床石 神明久保迫跡 H8号竪穴建物 破片 15.0 5.4 2.6 

330 金床石 神明久保辿跡 Hl3号堅穴建物 破片 21.2 16.6 16.0 
箱根系安山岩
鉄分付沿

331 金床石 神明久保迫跡 Hl6号溝状辿構 破片 21.0 13.6 10.0 

金床石 神明久保辿跡
Hl・7・8・11~13号

報告のみ 18点
近野正幸他2001『神明久保辿跡』かながわ考古学財団

堅穴建物 16号描 調査報告102財団法人かながわ考古学財団

332 金床石 神明久保辿跡 H2 ほぽ完形 10.9 6.5 7.9 
窟士山起源の安山岩

鉄分付沿

333 金床石 神明久保辿跡 H2 破片 10 0 6.4 2.2 
箱根系安山岩

334 金床石 神明久保辿跡 H2 破片 11.6 5.0 2.8 
鉄分付沿

中央部敲打痕明瞭、周緑辺部

金床石 向原迫跡 火葬邸 火葬邸の益石 ほぽ完形 28.0 25.0 12 0 10世紀前半頃
は摩耗、光沢あり、被熱痕跡あ 中田英1982『向原迫跡』神奈川県立埋蔵文化財センター
り 調査報告1
丹沢山の粗粒凝灰岩

335 金床石 真田・北金目迫跡群 48区S!010 殺土上陪 1/3 38.0 15.0 4.5 金屈状の物質が付苅 平塚市真田・北金目辿跡調査会2011『平塚市真田・北
9世紀後半～10世紀前葉 金目辿跡群発掘濶査報告杏8』平塚市真田・北金目

336 金床石 真田・北金目辿跡群 48区S1010 翠土中 破片 2.6 1.2 0.4 鉄分付珀 辿跡調査会
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